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研究成果の概要（和文）：  

被験者はカリエスリスクが高く 1年間 PMTC を行った処置群 20 名，PMTC を行わない観察群 14

名であった．観察群では，全ての症例で 1年間ハイリスクのままであった．処置群では 1名の

み lactobacilli の数が減少したが，それ以外はハイリスクのままであった．また，年齢と共に

唾液量が減少してきた者が 10 名認められた．観察群において根面または二次齲蝕の発生が認め

られた者が 13 名いた． 

「う蝕の発生」に関わる口腔内環境因子を CHAID 分析にて調べた結果，う蝕の発生の有無に

関わる因子「PMTC の有無」を見いだした．さらにう蝕の発生に関わる因子は「刺激唾液の量

（0.5ml/min 以下）」であった. 

 

 

研究成果の概要（英文）： 

The subjects were 20 people in the treatment group, and 14 people in the observation 

group. In the observation group without PMTC, there was no change in the risk. In the 

treatment group with PMTC, the lactobacilli counts have decreased only by 1 person. 

Besides, there was no change in the risk. Moreover, there were 10 subjects who had 
decreased the amount of stimulated saliva with the age. There were 13 subjects that the 

occurrence of the root or the secondary caries was admitted in the observation group. 

The oral environmental factors related "The occurrence of caries" were examined by the 

CHAID analysis. As the results, the factor related to "The occurrence of caries" was PMTC. 

In addition, it was an amount of the stimulation saliva (0.5ml/min or less). 
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１．研究開始当初の背景 

 う蝕はバイオフィルムを形成しているデ

ンタルプラーク細菌による感染症である．バ

イオフィルムは薬剤も効かず，免疫による防

御機能も働かない．そのためバイオフィルム

は機械的に除去するしかない． 

過去の研究でも PMTC を行い，その効果と

して歯肉の炎症やポケットの深さの改善な

ど報告されている 1)．しかし，細菌量の減少

に関する長期的な報告はない．われわれの研

究でも定期的に PMTC を行ったが，細菌量の

減少にはいたらなかった．これは，mutans 

streptococci が減少しにくいことからもわ

かる 2)．また，野村らは mutans streptococci

の減少にクロルヘキシジンを用いているが 3)，

菌交代現象が生じるため高齢者に用いるこ

とに疑問がある． 

そこで申請者は，平成 17 年度から現在ま

で 4 年間，高齢者に定期的に PMTC を行って

いる．その結果，新たなう蝕の発生は認めら

れていない．PMTC は細菌数の減少に効果は認

められないが，う蝕発生の抑制効果はあるの

ではないかと考えられる． 
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２．研究の目的 

平成 17 年度から現在まで 4年間 PMTC を行

っている処置群と、4 年前に補綴修復処置を

行いその後術後管理を行っていない観察群

をリコールし，メディカルインタビュー，口

腔内検査と唾液検査によって口腔内環境を

調べる． 

その結果，う蝕の発生と口腔内環境因子と

の関係を CHAID 分析にて調べ，「う蝕の発生」

に最も強く関わる因子を解析する． 

３．研究の方法 

(1)被験者はカリエスリスクの高い高齢者 50

名を選択する．PMTC を 1 ヵ月に 1回，4 年間

行っている処置群の 25 名と 4年間術後管理

のない観察群の 25 名とする． 

 

①処置群は，平成 17，18，19 年から 1ヵ月

に 1度ＰＭＴＣを行ってきたカリエスリスク

の高い高齢者である．処置群は，1ヵ月に 1

回，1 年間来院してもらい，PMTC と唾液検査

を行う． 

②観察群は，平成 17，18，19 年に補綴修復

処置と唾液検査を行い終診したカリエスリ

スクの高い高齢者である．彼らは 4 年間術後

管理のない者である．本研究に同意を得て来

院してもらい 1年間 3ヵ月ごとに来院しても

らう． 

 

(2)両群にメディカルインタビュー（ブラッ

シングの回数，常用薬剤の服用の有無，喫煙

の有無，食事回数，PMTC の有無），口腔内検

査（唾液の粘調度，プラークの量（PlI），床

義歯の有無），唾液検査（刺激唾液の量，刺

激唾液の緩衝能，mutans streptococciの数，

lactobacilli の数）を行い，以上 12 因子を

口腔内環境因子として調べる（図 1）． 

CHAID 分析にて「う蝕の発生」に最も強く

関わる口腔内環境因子は何か 12 因子から解

析する． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1 実験のフローチャート



４．研究成果 

(1)3 年を通して研究に参加した被験者は処

置群 20 名，観察群 14 名であった．同意を得

られなかった者や脱落した者があり，当初に

予定した 25 名には至らなかった． 

カリエスリスクレベルの高い観察群は，全

ての症例でハイリスクのままであった．しか

し，PMTC を行っている処置群では 1 名，

lactobacilli の数が減少したものが認めら

れた．それ以外の処置群でもハイリスクのま

まであった． 

年齢と共に唾液量が減少してきた被検者

が 10 名認められた（図 2，3）．根面う蝕また

は二次う蝕の発生も 13 名認められた．また

PlI（Plaque Index）が増加したものも認め

られた． 

これらの結果から，唾液量の減少は両群と

も認められた．しかし，う蝕に関しては観察

群のみであった．その他のう蝕原性細菌量に

関してのレベルの変化は認められなかった．

他の口腔内環境因子でも同様であり，研究当

初にリスクの高さから規定したレベルから

移行したものはなかった． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)過去 2年間の結果を合わせ，得られた結

果を CHAID 分析にて「う蝕の発生の有無」に

最も強く関わる口腔内環境因子は何か 12 因

子から解析した． 

樹形図から，う蝕の発生の有無に関わる因

子「PMTC の有無」を見いだした．さらにう蝕

の発生に関わる因子は「刺激唾液の量

（0.5ml/min 以下）」であった.  

以上のことから「う蝕の発生」に最も強く

関わる口腔内環境は，PMTC を行わず，刺激唾

液量の少ない症例であることがわかった． 
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